
生徒が主役の学校図書館 
～生徒がつなぐ本の魅力～ 

広島県立広島皆実高等学校 

広島皆実高等学校では，各クラスで選出される２名の図書委員以外に，有志が加入できる「図書委員会執行部」

があり，図書委員会活動の企画・運営の中心を担っている。 

生徒が中心となり，図書委員会活動を行うことで，生徒の図書室利用が活発になり，貸出冊数が年々増加して

いる。 

 

図書委員会執行部の活動成果 

平成 29（2017）年 
有志生徒が図書室に集まり，早朝・放課後に貸出・返却など活動を始める。 

読書感想画中央コンクール 広島県審査 優秀賞 1 名 

平成 30（2018）年 
生徒総会で図書委員会の上部組織として承認。 

みんなの新聞コンクール 切り抜き新聞の部 広島県教育委員会賞 

令和元（2019）年 

教育長表敬訪問：文化祭「しおりデザインコンクール」について報告 

みんなの新聞コンクール 切り抜き新聞の部 佳作 

読書感想文コンクール 広島県審査 入選 ２名 

読書感想画中央コンクール 広島県審査 最優秀賞 1 名 優秀賞 1 名 

４月 一斉委員会 運営 執行部員が各クラス図書委員に仕事を説明 

  



６月 しおりデザインコンクール 企画・運営 

  

  

  

７月 ビデオ観賞会  企画・運営 

  



夏休み中 みんなの新聞コンクール・読書感想文コンクール挑戦 

  

10 月 作家作品クイズ大会・図書委員オススメの一冊紹介 

  

11 月 読書感想画中央コンクール挑戦 

  

 

生徒がつなぐ本の魅力 
図書委員会活動の企画・運営を中心となって行う図書委員会執行部の存在によって，本来緩やかなつながりで

ある図書委員同士が密接に連携し，活発な活動となっている。 

図書委員会主催の企画をきっかけに図書室を利用する生徒が増え，生徒同士が本の魅力を伝え合うことで貸出

数が年々増加している。 

図書委員会執行部が学校図書館の主役として活躍することで，学校図書館が活性化し，本に親しむ生徒が増え

ている。 


